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..附糊. "李香林芽生

鉱金'Ii動を通して、地峡の方々のaちたたかみを改めて知る
ことができました.，討を山して呼びかけをするなど今まで
に怠い体験をすることができすごくいい綬験に怠η ました.

今悶mまったお金で地域をさらにより良くし。雄もが心地よ
く移らせる市にしていただければいいなと思います.尚昆な
体験をさせていただきありがとうございました.

3年杉本箱理

3年蔵野縞之介2年蔵野和香

一小さいお子さんから高齢の方まで幅広い位代の人が協力してくれて縦しかったです.多〈の人が募金をして〈れて、ま

た、 f頑強iってね!J などの戸をかけてくれる人も多かった

ので、この赤い羽似募金活動を行なって艮かったとあらため

て思いました.

lIiillli1i置周囲h也創刊圃圃

3'<寺西瑚曾

初めは通り過ぎてしまう人もいたけど仰をIIIすことで募
金に協力してくれる人がmえて矧しかったです.rこんな少

ないけど j と言っている人が多くいましたが、募金はいく

ぞらでもはじめられるので畑こ酬していた日たいで

凶III民(字ノ気中学校.，

E

。
。
。
。

E
E
8
n
U

日
主

)
6
時
相
分
よ
り
大
崎
世
阿
に
て
潟
伴
治
世
乞

胃
且
実
施
し
ま
し
九
早
朝
の
時
川
仰
や
坐
り
気
味
の
天
候
で
あ
っ
た

R
E

た
め
日
援
し
は
舵
よ
〈
絶
好
の
活
動
日
卯
と
な
り
ま
し
弁
、

用
問
-
ゴ
ミ
袋
と

M
T
を
手
に
取
り
実
際
に
情
動
を
し
て
み
る
と
か

'
z
-

ほ
〈
市
の
泌
山
一
斉
消
紛
が

7
月
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

圃
担
』
梅
山
の
入
り
日
付
必
に
は
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

盟
主
し
か
し
、
梅
員
長
っ
て
自
男

F
E
E
t

担
当
ペ
ァ
ト
ボ
ト
ル
や
脅
総
婚
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
削
也
ノ
ロ

y

E
2
2

に
散
乱
し
て
い
る
状
況
で
し
九
言
語
巨
大

明
盈
き
な
施
本
が
け
立
ち

8
月
上
旬
の
奄
耐
災
訴
の
彰
誇
を
受
け
て

事
省
圃
い
る
よ
う
ド
高

m
じ
ま
し
た
.

県
E
1

時
間
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
梅
山
や
消
法
ア
ロ

-
z
h

ッ
ク
の
周
辺
を
中
心
に
活
動
し
か
危
り
の
鼠
の
ゴ
ミ
を
集
め
る

匝
司
起
こ
と
が
で
き
ま
し
た
.
メ
ン
バ
ー
は
汗
を
減
し
な
が
ら
充
決
し
た

閉
凶
時
間
を
唾
」
せ
ま
し
九

-
ZEa
E
=
宮
盛

田
高
一

同
市
}

開
白
S

・
g
・
-

閉
引
日
回

。
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9
月
別
日
、
市
身
体
附

由
者
術
総
協
会
は
修
動

飢
保
持
議
『
S
a
l
o
n
e

a
r
8
0
」
の
見
学
会
を

行
い
ま
し
た
.
カ
ッ
ト
を

体
験
し
た
方
は
ご
般

的
な
突
のO
院
と
変
わ
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
隊
が
い
を
防

つ
人
や
尚
働
者
で
も
利
川

し
や
す
い
と
思
い
ま
し
科
、
』

と
協
し
て
い
ま
し
た

.

•・

移動美容室

帥
月
9
日
附
れ
聞

の
時
白
隠
し
ら
ゆ
り

公
闘
に
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
附
催
し

ま
し
た
.
コ
ロ
ナ
聾
廷

後

3
年
ぶ
り
の
こ
と

会
民
同
士
あ
ら
ぬ
方
向

に
転
が
っ
た
ポ
ー
ル
を

泊
い
か
け
な
が
ら
体
を

動
か
し
央
銀
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
る
難
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
.

スカ yトポル交流会

た j~ 身た交に HI. .市
.剣体.il<よ iii 内民 10

にを..会る‘灘体月
初気加がス 4 医J 'ff14
"治省関カ jtf 鮪日
にいは僻ッ町志で
臨なおさトの伐かむ

みが亙れボ友町ほ賂
まらいま l の 〈総
しものしル会じ iii 合

グラウンドゴルフ大会

リハヒリ

夜の会

臨"ぽ

モデル奉仕団「野菜づくり」

クい 10 で 9 作胞質づ亦 I
ラで月さ月りを同 o;w 新
イJel 16 つ 29 を無しり支 Nた
ナ売日ま日は俄 プffl\ l な
高部いにじで松ロが無事

グ~ -I もはめ防波ジ鮒鋼業
へ k字を閉まりのェめ息「
.金の収日し 遊クた災 A
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回
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e
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障
が
い
の
観
解
を
目
的
に
率
い

す
パ
ス
ケ

y
ト
ポ
ル
「

J
a
m

a
n
e
y

石
川
』
の
選
手

2
名
を

講
飾
に

m与
え
、
市
内
小
学
生
の
観

干
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
.
税

子

1
名
が
参
加
さ
れ
、
講
師
か
ら

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
説
明
を
畳
け

車
イ
ス
撚
作
を
学
ん
だ
後
、
競
技

を
体
験
し
ま
し
た
.
診
加
者
か
ら

は
「
思
っ
た
以
上
に
力
が
必
要

だ
っ
た
.
」
「
パ
ス
や
ン
ュ

1
ト

が
決
ま
り
惜
し
か
っ
た
.
」
と
の

戸
が
聞
か
れ
ま
し
た
.

包
也
怠
匂
@
@
同
副

身
体
が
不
自
由
な
方
向
齢
者

が
利
附
す
る
車
両
に
つ
い
て
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
(
係

Vの
倒
当
者
よ
り

鋭
明
を
畳
け
傑
作
体
験
を
行
い

ま
し
た
.
車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま

で
鼻
陣
が
で
き
る
こ
と
や
座
席
が

回
転
し
.
車
外
に
出
て
く
る
な
ど

維
で
も
簡
単
に
使
え
る
よ
う
様
々

な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
・
参
加
者
か
ら
は

「
山
仰
が
動
く
こ
と
は
初
め
て
知
っ

た
.
」
「
ボ
タ
ン
を
仰
す
だ
け
で

全
て
が
拠
刊
で
き
て
す
ご
い
.
」

と
の
向
が
聞
か
れ
‘
嗣
祉
事
同
の

瑚
解
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
.

図回目圃寝室h圃 回目白曹司ヤ.
「ご存知で材、?民生曇員・児童書昆主任児童書員の活動向容.

O市

O纏祉恵務所

。話童書祉

O児童相談所

O教育委員会

O学担

0こども圃

O児童館

O医療機聞
~ど

手 書 号古髭望星同事管Et開 高 あ誼2害 時宇7ること。
児 童福祉に関する機関の迎併を図り地域担当の児童委口の活動を
サポートします.

所
学
の
述

筋
巾
」
の

郡
所
制
御
と

祉
説
凶
明
日

前
相
地

J金
額

市
出
井
』
高
山
川
畑
桝

市
山
校
児
帥

m

h
M

産塑-支績が必要な方の鎌々
な相談に応じ助曾

・児虚の援下校時の抑

かけパトロール

百副 開"

毘生委員・児量委員

主住児童書買

かtま〈術社首"どより

.酉

⑥高齢者也事再

⑥障害者世帯

⑨子どものいる

也務

⑨笠活に圏麗し

ている也暢

⑨ひとり観世網野

⑥その他也暢

ー・社協定G;q

•••

一
国ω・
・
・

回
e
g
m
胆
ず
岬
仰
由
品

e
e
t
v
a
E
b
@
@

障
が
い
の
観
解
を
目
的
に
率
い

す
パ
ス
ケ

y
ト
ポ
ル
「

J
a
m

a
n
e
y

石
川
』
の
選
手

2
名
を

講
飾
に

m与
え
、
市
内
小
学
生
の
観

干
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
.
税

子

1
名
が
参
加
さ
れ
、
講
師
か
ら

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
説
明
を
畳
け

車
イ
ス
撚
作
を
学
ん
だ
後
、
競
技

を
体
験
し
ま
し
た
.
診
加
者
か
ら

は
「
思
っ
た
以
上
に
力
が
必
要

だ
っ
た
.
」
「
パ
ス
や
ン
ュ

1
ト

が
決
ま
り
惜
し
か
っ
た
.
」
と
の

戸
が
聞
か
れ
ま
し
た
.

包
也
怠
匂
@
@
同
副

身
体
が
不
自
由
な
方
向
齢
者

が
利
附
す
る
車
両
に
つ
い
て
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
(
係

Vの
倒
当
者
よ
り

鋭
明
を
畳
け
傑
作
体
験
を
行
い

ま
し
た
.
車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま

で
鼻
陣
が
で
き
る
こ
と
や
座
席
が

回
転
し
.
車
外
に
出
て
く
る
な
ど

維
で
も
簡
単
に
使
え
る
よ
う
様
々

な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
・
参
加
者
か
ら
は

「
山
仰
が
動
く
こ
と
は
初
め
て
知
っ

た
.
」
「
ボ
タ
ン
を
仰
す
だ
け
で

全
て
が
拠
刊
で
き
て
す
ご
い
.
」

と
の
向
が
聞
か
れ
‘
嗣
祉
事
同
の

瑚
解
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
.

図回目圃寝室h圃 回目白曹司ヤ.
「ご存知で材、?民生曇員・児童書昆主任児童書員の活動向容.

O市

O纏祉恵務所

。話童書祉

O児童相談所

O教育委員会

O学担

0こども圃

O児童館

O医療機聞
~ど

手 書 号古髭望星同事管Et開 高 あ誼2害 時宇7ること。
児 童福祉に関する機関の迎併を図り地域担当の児童委口の活動を
サポートします.

所
学
の
述

筋
巾
」
の

郡
所
制
御
と

祉
説
凶
明
日

前
相
地

J金
額

市
出
井
』
高
山
川
畑
桝

市
山
校
児
帥

m

h
M

産塑-支績が必要な方の鎌々
な相談に応じ助曾

・児虚の援下校時の抑

かけパトロール

百副 開"

毘生委員・児量委員

主住児童書買

かtま〈術社首"どより

.酉

⑥高齢者也事再

⑥障害者世帯

⑨子どものいる

也務

⑨笠活に圏麗し

ている也暢

⑨ひとり観世網野

⑥その他也暢



随時:l 訪問介護登録ヘルパ=-:!ii'1iEESE

。担割込方法

雌略的を持委参してお趨しください.耐銭日は後日 ご袋内いたします

H自分の生活スタイルに合わせて勤務可能です. 圃

H同行酷聞があるので不安なくお仕事できます。 I

Dl困った事や悩品も他珂ヘル'Iiーと気軽に相盟できる環演です。 I

。慣 II

畳韻ヘルパー

。資絡

.初任者研陸、実萌者研修

・マイカ一通勤可能な方

ZTZTL:11
\一一~

E置置;aーかはく耐性会福祉箇島会哩里堕里立里聖業所阻 076-2堕笠笠

共同融自由

~..'At: "、。 p

d墨璽 鯨一日印問 Lけ一ナ
10) 月II 日から r亦い羽桜共同 B瀞s金』運動が i災1だ3施されてい

ヨま佐す. また l口2丹 1 日から iはま『“歳接末たすけあい努金 j 巡動

が始まりました.

f歳未たすけあい努金』は 支III を必要とされているかほ〈市内の

ご家縫 .IM 設を利 1目されている方、附 2怖いのある方や子供たちのた I

めに役立てられます， I.白石田.ー ι
みなさまのあたたかい湾立をお願いします， I 一一一、- .,.....

-置<5 11 糊同駐剖ぼく市共同駐委員会岬〈市位会福祉山内川時掛蜘

.市内匿名 2 名

たくさんの方から嗣祉向上にとご寄附をいただきました.

みなさまからの寄附金は、地域福祉の向上を目的に社会福祉凶級会が推進する社会福祉事業に

活川させていただきます， (順不同)

※u 会編祉協協会へ 0つの附金は所得鋭住民鋭の僻節対象になります.

次の方からプルタプ使 III 済み切手 ペルマークの収集にご凶!Jいただきました.

-尾山石油絵式会社機 .自江自動車盤備練式会社機 -七 i泉女性会様

ほヵ、多〈酎悦忌のみ怠さまか七九似出 1済み切予山山斉みイシクカートリツンの収集にご ti l!， いただきまし ι

~官
社会福祉法人力ほく市社会福祉箇鴎会 〒929-1173 かほ〈市遠縁日 52 番地 10

http://www.kahoku-shakyo.or.jp/ TEL(076)285-8885FAX{O76)285-2049

る'11<'" 府市百官

随時:l 訪問介護登録ヘルパ=-:!ii'1iEESE

。担割込方法

雌略的を持委参してお趨しください.耐銭日は後日 ご袋内いたします

H自分の生活スタイルに合わせて勤務可能です. 圃

H同行酷聞があるので不安なくお仕事できます。 I

Dl困った事や悩品も他珂ヘル'Iiーと気軽に相盟できる環演です。 I

。慣 II

畳韻ヘルパー

。資絡

.初任者研陸、実萌者研修

・マイカ一通勤可能な方

ZTZTL:11
\一一~

E置置;aーかはく耐性会福祉箇島会哩里堕里立里聖業所阻 076-2堕笠笠

共同融自由

~..'At: "、。 p

d墨璽 鯨一日印問 Lけ一ナ
10) 月II 日から r亦い羽桜共同 B瀞s金』運動が i災1だ3施されてい

ヨま佐す. また l口2丹 1 日から iはま『“歳接末たすけあい努金 j 巡動

が始まりました.

f歳未たすけあい努金』は 支III を必要とされているかほ〈市内の

ご家縫 .IM 設を利 1目されている方、附 2怖いのある方や子供たちのた I

めに役立てられます， I.白石田.ー ι
みなさまのあたたかい湾立をお願いします， I 一一一、- .,.....

-置<5 11 糊同駐剖ぼく市共同駐委員会岬〈市位会福祉山内川時掛蜘

.市内匿名 2 名

たくさんの方から嗣祉向上にとご寄附をいただきました.

みなさまからの寄附金は、地域福祉の向上を目的に社会福祉凶級会が推進する社会福祉事業に

活川させていただきます， (順不同)

※u 会編祉協協会へ 0つの附金は所得鋭住民鋭の僻節対象になります.

次の方からプルタプ使 III 済み切手 ペルマークの収集にご凶!Jいただきました.

-尾山石油絵式会社機 .自江自動車盤備練式会社機 -七 i泉女性会様

ほヵ、多〈酎悦忌のみ怠さまか七九似出 1済み切予山山斉みイシクカートリツンの収集にご ti l!， いただきまし ι

~官
社会福祉法人力ほく市社会福祉箇鴎会 〒929-1173 かほ〈市遠縁日 52 番地 10

http://www.kahoku-shakyo.or.jp/ TEL(076)285-8885FAX{O76)285-2049

る'11<'" 府市百官




